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中野図書館建設について
杉谷美和*
久保木和義T
中野図書館が、 2013年4月の中野キャンパス開設に伴い中野キャンパス
低層棟2階に開館し、早 1年が経過しようとしている。大学としては 1951
年の生田キャンパス開設以来、実に 62年ぶりの新キャンパス開設である。
中野図書館は、開館以降毎日の利用者数は多く、今後の拡充が最も期待
されているといえよう。そんな中野図書館開館までの記録を以下にとどめ
たいと思う。
なお、「はじめに」、 f2012年7月まで」、「最後に」中野図書館検討WG
メンバーであった杉谷が、 f2012年8月以降J は中野図書館職員の久保木
が執筆する。
*すぎたに・みわ/明治大学学術・社会連携部 図書館総務事務室
すくぽき・かずよし/明治大学 中野キャンパス事務部 中野教育研究支援事務室
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1 2012年7月まで
1.1 検討体制
1)学内
中野キャンパス設置にむけて、中野キャンパス教育研究施設推進協議会
が2008年 10月29日に設置。その下部組織として各専門課題を検討する専
門部会が2010年 1月25に、作業部会が2010年6月25日に設置された。
その中で図書館に関係する作業部会として、図書・メディアセンタ一、 Self
Access Center作業部会が設置された。
2)図書館内
図書館内に設置されたのは中野キャンパス図書館検討WGである。この
WGは、 2010年6月末までに策定することとなっていた中野キャンパス第
一期基本計画の図書館部分について、必要に応じて作業部会等に意見提出
できるよう、発足したものであり、図書・メディア作業部会に図書館とし
ての要望を提出した。ここでは主要な点について、以下に述べる。
1.2 中野キャンパス図書館検討WG
1)中野図書館の位置づけ
中野キャンパスが明治大学第4のキャンパスとして設定されていること
から、そのキャンパスに設置される図書館も明治大学第4の図書館として
考えられるべきであり、学生・教職員が4キャンパスすべての図書館を利
用することからも、機能やサービスに格差が生じないようにすべき、とした。
2)名称
作業部会の名称に「図書・メディアセンター」とあるように、図書館外
からは「名称を『メディアセンター』にしてはどうか」などの意見が寄せ
られていた。しかし図書館では、中央図書館建設時に、その当時の図書館
界の“流行"に合わせ、名称を「図書館」から「情報メディアセンター」
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などに変更するかどうかの議論において、 11明治大学図書館』の名称を継
承する」という確認がなされており、現在に至つでもなお、それを覆すだ
けの理由がないことや、 1.2 1)中野図書館の位置づけでみたような理由か
らも、名称を「明治大学中野図書館」とする意見を提出した。
3)設置場所
中野キャンパス整備計画では図書館は低層棟2階に設定されていた。明
治大学図書館では、1階に図書館専用の出入口がない図書館は初めてである。
書届からの資料の搬入、他キャンパス図書館との学内便での資料のやりと
りlなど、図書館では多量かつ重量のある荷物が発生することから、 2階設
置に対しては要検討課題となった。図書館の下層、つまり低層棟 l階には
食堂が設定されており、設置場所の交換要望を提出するかについても検討
したが、面積が2階より狭くなってしまうことから、図書館は当初計画ど
おり 2階への設置で良いとした。ただし、 1階にある食堂の匂いの流入をさ
けること1図書館の面積が多少減少しても構わないから図書館専用のエレ
ベーターを設けてほしいこと3などを要望した。
4)必要な設備について
明治大学の学生・教職員であれば、他キャンパスの図書館と同様、中野キャ
ンパスに設置される図書館も利用できるため、既存図書館と同様のサービ
ス・機能を提供することとしたが、大学より提示された面積が856m2と狭
かったため、第 1期工事では最も基本的機能だけを含めることとした。第2
期工事に盛り込むことを希望したのは、情報設備の拡充、グループ閲覧室、
研究者用個室、閲覧席の拡充、自動貸出機の増設、貴重書庫などである。なお、
必要不可欠な設備でありながら第 I期工事において図書館内に設置できな
かったものとしてトイレがある。トイレが図書館外にあるのは利用者にとっ
て非常に不便な環境なので、第2期工事では改善を強く希望したい。
1中野図書館収存可能冊数が少ないため、イ也豊富からの取り寄せが多くなると想定していた。
22013年 12月現在、食堂からの匂い流入に関する問題はおきていない。
3全体設計にも関わるため、結局図書館からの要望はかなわなかった。
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5)収容可能冊数
当初は和泉図書館の面積と冊数から算出をし、和泉図書館が8，500m2で
60万冊収容なので、面積が和泉図書館の約 1110である中野図書館は、 f6
万冊」と設定をした。しかし、設計の段階で、中野図書館のスペースには
到底収まりきらない冊数であることが判明した。そこで、開設までに準備
する資料冊数に、中野に新規に開設される総合数理学部が完成する 4年度
分の年間増加冊数4を加えて再検討し、図書4万冊、雑誌6千冊の計4万6
千冊を収容可能冊数とした。ただし、一般書架ではその収容冊数をかなえ
ることができないため、開架スペースではあるが電動集密書架5を採用した。
開架に電動集密書架を設置することは明治大学図書館内では初めての試み
であり、安全上の懸念があったが、今まで操作時の事故が発生していない
ことや、より高い安全性能を持つ商品を採用することで解決した。
6)座席数
サービス対象者数の 10%をめざしたが、収容可能冊数を勘案した書架ス
ペースとの調整の結果、図書館内に設けられる座席数は開館時のサービス
対象者数の約7%にあたる 172席の確保が限界であった。もちろん充分と
はいえない席数であり、第2期工事ではさらなる拡充・充実を強く希望す
る点である。
1.3 中野図書館検討WG
中野キャンパス図書館検討WGを引き継ぐ形で、 2011年7月に、中野図
書館検討WGが各図書館事務室から参加したメンバーで発足した。中野図
書館についてより具体的な内容を検討するためである。 2012年7月にかけ
て検討した主な内容は以下である
4年間耳草加冊数の資料積別は「学習用図書Jr研究用図書Jr新学部・研究科設置に関する準
備予算で購入した資料Jr雑誌」の4つである。
5電動集F官轡架の収平手可能冊数に対する割合は45%である。
6一部2012年7月以降に検討した内容も含まれる。
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1)基本コンセプト
中野キャンパス全体計画において、図書館は「静か」で「個別」の空間と
して位置づけられていた。図書館側からは「入館した時に狭さや圧迫感を感
じないこと」や「より未来的な印象を持てるようにするJ という点を要望し
た。そこから、天井を鏡面に近いものにし、天井高が低いことに関する印象
を軽減すること、全体の色調をモノトーンにし 色はポイントで使用するこ
となどが設計業者より提案された。天井素材の鏡面仕上げについては利用者
が映り込むことが心配されたため、実物の素材で確認をしたり、鏡面仕上げ
部分を少なくすることとした。
2)ゾーニング
狭い空間ではあるが、ゾーニングについては中野図書館でも和泉図書館建
設時の考え方、即ち、音に着目したゾーニングを継承した。入館ゲートから
奥に進むにつれ、多少の会話やノfソコン使用時の音は許容するスペース、パ
ソコンの音程度は許容するスペース、静かに学習するスペースの3ゾーンに
わけた。
3)備える資料
主に、「設置学部・研究科関係資料(中野キャンパスに設置される学部・
研究科等の研究用図書費や、新学部・研究科設置に関する準備予算(以下、
設置経費)で購入した資料)J r学習用図書や参考図書などの基礎的資料Jr雑
誌・新聞」を準備することとした。それらを一度和泉図書館に収集し、中
野図書館開館直前に移転することとした。以下それぞれの資料ごとに準備
方法について記述する。
a設置学部・研究科関係資料
和泉・生田図書館からの移管を行った。「同じ資料を新規購入するJ とい
う手段も考えられたが、資料の受入・整理・装備の業務量が年間処理可能
量を超えてしまうため、既存資料を移管することとした。また少しでもス
ムーズに移管を行うために、請求記号変更も最小限にとどめた。
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b学習用図書や参考図書などの基礎的資料
短期間において相当冊数の選定が必要となるため、それをどのように行
うかが課題であった。結果、過去和泉図書館、生田図書館が購入したもの
の中から選定することとした。過去購入したものは図書館員が何等かの形
で選書したものだからである(購入していないものを選書するのは、図書
館員が選書しなかったものを購入することにもなりかねない)。また、明治
大学図書館のどこかに所蔵があれば、収容可能冊数の少ない中野図書館で
は除籍も可能ではないかとも考えられたためである。
なお、この中には教員から中野図書館に移管要望があったものも含めて
いる。「既存キャンパスにおいて購入希望を出して購入したものや、利用頻
度が高い資料について中野図書館に移管してほしい」という要望が寄せら
れていたためである。このようなものは基本的に購入したが、移管可能な
ものは移管をした。
c雑誌・新間
中野図書館での雑誌購読については、教員から強い関心・要望がよせら
れていた。雑誌購読は後年度負担を伴うため、新規購読についてどのよう
に予算を確保していくかが課題であった。結果、設置経費の2割の額を上
限として新規雑誌を購読開始することとした。とはいえ、単年度予算であ
る設置経費で後年度負担を伴う雑誌を購読するため、「設置経費の予算配布
が無くなり、さらに図書費内でも購読予算が確保できなくなった時点、で今回
の購読誌はキャンセルするJ とL寸条件付きでの購読開始である。
教育・研究活動に欠かせない資料である雑誌を安定的に購読できるよう、
教員・学部と協力しながら、予算的配慮を大学側に働きかけていきたい。
なお、新聞は中野図書館職員が選書を行った。
4)情報関連
中野キャンパスの方針として無線LANを配備することになっていたの
で、図書館内全エリアをカバーするアンテナが設置された。
デジタルサイネージは3台(入口、レフアレンスカウンター横、閲覧席奥)
備えることとした。図書館からの情報を効率的・効果的に利用者に伝える
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にはデジタルサイネージは有効であるため、設置を希望することとした。
貸出用PCは、当初備えることとしていなかった。中野図書館に配属さ
れる人員が少ないことが予想され、その少ない人員では各種メンテナンス
が困難と思われたからである。また、貸出用PCを入れておくロッカーを
設置する場所が確保できないことも理由の一つであった。しかし、 2012年
7月の配属決定後、中野図書館担当者より「ガイダンスなどでPCは必要」
との意見があり、貸出用としてではなく、ガイダンス用として 20台を用意
することとした。その 20台は、リプレイスをした生田図書館マルチメディ
アコーナーのPCを再利用できたこと、またシステム構築にも工夫をした
ため、予算的な問題が生じなかったことは幸いであった。
5)什器
時間的制約等もあり、設計業者との意思疎通が難しかったが、直前の和
泉図書館建設において、什器について十分な検討・知見が得られていたため、
それを参考にできたのは幸いでるあった。
ただし、モックアップの製作はなかったため、意図したとおりに出来あ
がるのか不安であった。また各種椅子、特に閲覧席用の椅子は、図書館建
設において図書館員がこだわるものであるが、中野図書館においては、通
常の閲覧席用椅子は既製品数種の中から選択をするということにならざる
を得なかった。結果座ノ号ッドがあるものとないものの2種類の椅子を選び、
利用者が選択できるようにした。
書架は、その設置方向について、東西方向(入館時に本の背が真正面に
見える)にするか、南北方向(入館時に書架の側板が見える)にするかに
ついて図書館各事務室に意見聴取をした。結果、「入館時の圧迫感が少ない」
「奥まで見通すことができるJなどという理由から、南北方向を採用するこ
とになった。
一般書架に免震書架を導入できたことは、関係各位に感謝をしたい。す
でに免震書架を導入している大学図書館を見学した際、職員の方から「東
日本大震災のとき(地盤と揺れの関係もあると思われるが)本は落ちなかっ
た。」という言葉をきいたときはほっとした。中野図書館は勤務者も少ない
ため、地震発生時やその後の復旧のことを考えると、書架が倒れにくい、
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資料が書架から落下しにくいということは運用上の利点ではないだろうか。
東京や日本を巨大地震が襲うことが予想されていることからも、第2期
工事においても免震書架の設置を検討していただきたいと考える。
なお、中野図書館では書架に照明はっけないこととした。書架は滅多な
ことでは移動しないものであるし、書架の位置に合わせて天井の照明が設
置され、そこで十分な照度がとれれば良いと考えたからである。結局不具
合が生じてしまったが、それは 2.23)天井照明に詳しい。
6)サイン
幸い和泉図書館のサインを制作した施工業者が選定された。図書館に必
要なサインについて共通認識があり、意思疎通がスムーズであったため、
短期間でも順調に進めることができた。デザインについては、図書館独自
のものを作成するのではなく、中野キャンパス全体の雰囲気に合わせるこ
ととなった。
7)引き継ぎ
2012年7月に図書館総務事務室・中野教育研究支援事務室兼務の2名が
決定した。中野キャンパス図書館検討WG、中野図書館検討WGでの検討
内容等を引き継ぎ、中野図書館に関する検討は上記2名を中心に行うこと
となった。中野図書館検討WGは「必要なときに召集」とし、実質、その
活動を終えた。
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2 2012年8月以降
私たちが中野図書館担当として図書館総務事務室・中野教育研究支援事
務室兼務となったのは 2012年7月5日である:中野キャンパス開設まで9
か月を切っており、設計図面を始め多くのことが決まっていた。蔵書準備
も5月頃から本格化していたのだと思う。
自分自身が担当になった状況を今振り返れば、いわば登山で、いきなり 8
合日から合流して登り始めた者のようであった。ただ当時は新しい大事な
仕事を任されて、勝手もわからずあれこれを始めたという感じだ、った。
2.1 開館準備業務の体制
1)体制
2012年7月に図書館総務事務室に中野図書館開館準備担当グループが設
置された。メンバーは図書館総務事務長、中野教育研究支援事務室兼務者2
名、旧中野図書館検討WGの2名の計5名である。
その定例会議録は、すべての図書館スタッフ・職員に中野図書館の準備・
検討状況を知ってもらうためメーリングリストにて送付することとなった。
一方、中野キャンパス事務部でも各部門ごとにキャンパス開設に向けて
課題検討が始まり、図書館チーム (5名)も割り当てられた。兼務者は両方
に属しており、合同の会議も定期的に行うことになった。
これら中野図書館チームを中心に、施設課、調達課、設計業者、施工業
者などとテーマごとに必要な検討・決定を重ねていった。
2)中野キャンパス事務部との確認事項
図書館検討チーム聞の打ち合わせでは、当初図書館から次のようなこと
をお願いした。
・中野図書館の担当職員は、中野キャンパス事務部の所属で、あるが、本
学図書館は「明治大学図書館規程Jr明治大学図書館図書管理規程Jr明
7久保木と畑野誠子氏
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治大学図書館利用規程」に基づいて管理・運営されており、 I:I~野図書
~Êlもこの体系により運営することを原則としたい。
・第4のキャンパスの図書館と して既存キャンパスと同様の管理運営体
制をとり、図書館サービスを提供していきたい。
その後、中野図書館の年度計画、運営予算などを含む管理運営体制の検
討事項を リストアップして、協議した。
図書館関連規程は、中野図書館を組み込んで改正がなされ、開館前には、
学術・社会連携部長から中野キャンパス事務部長への業務委任書も提出さ
れた。
2.2 設計と施工
1)全体
図書館は低層棟 (5階建)の 2階にある。フロアは、東西が長辺の約
37mx27mの長方形で、東側、北側の全体、南側の一部に窓が設けられてい
る。西側は非常口以外の部分は壁(植栽付き)となっている。南側の大部
分はア トリウム(屋根付きの吹き抜け)に面している。
このような建物なので、閲覧席は窓に近いところに、 書架は西側あるい
はフロアの真ん中付近に配置ということに自然となったと思われる。
2)書架
a一般書架
開架スペースの基本設計の一つが書架
聞の距離である。今回は開架スペースの
中に 6本の柱があって、 当然それがレイ
アウトに大きく影響する。そのうち、 書
架を設ける辺りに 2本の柱があって、そ
の聞が7，400mmである。書架を東西方向
に配置した場合は7，400mmの中に 5列か、 一般書架
4列の書架という選択肢になるが、すると書架聞は 1，480mmと1，850mm
になる。書架間 1，800mmは最近多いようであるが、そうすると目標収容冊
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数がとれない。1，450mmでは車し当すは通れるが、狭い。結局、東西ではなく、
南北方向にすると、柱の線にそって 一列設置したうえで、 書架問と列数の
兼ね合いをとりながら、それぞれ外側へ展開させることでデザイン可能で
ある。結果、 書架間は 1，600mmになった。
第 l挙で免震書架についてふれてあった。 書架の高さは 2，31Ommで、 普
通サイズの和書で7段または 6段組みが可能な高さである。ただ免震機能
のため架台 (lOOmm)が床の上にあり、その分だけ高い。天井の高さは約
2，850mmでもう少し高 くしたかったところである。
建物の1Cj:1の一部が図書館ということは、独立棟と違って建物の基本構造
に従わなければならない。
b電動集密書架
下から 2段目の棚にエリアセンサーがついている製品で、 書架内に人が
いることを縫実に感知しており、より安全である。
c雑誌書架
他大学の図書館のものを参考にさせて
いただいた。雑誌の表紙が見やすく 手に
取りやすい構造である。パックナンバー
は下の棚に平積みで保管する。
d新聞架
柱の周りを取り囲むように設置 した。
アクリルを使った最新の新聞を立てかけ
られる部分と、ほぼ 1か月分ずつ平積み
してストックできる引出し式のボードを
下に重ねてある。
雑誌替架
3)天井照明 新聞架
書架照明を付けるか、付けなし叶〉議論があったが、 書架と書架の聞に天
井照明を配置するので、付けないことになったようである。
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照明が付いて、明るさが実際に確認で、きたのは3月に入ってからであった。
設置された LED照明では書架聞の下の方が暗し 3感じがした。照度設計はし
てあったのだが、図書館の適正照度にはl隔があったようだ。また、カーペッ
ト、 書架、天井の色にグレーが多く使われており、|倍く感じたのだと思う。
アクリル板カバーを取ればその分明るくなり、その選択肢も提示された
が、さすがに見栄えが悪くなるため、それは採用しなかった。結局、LED
照明の上(裏側)に白いシートをはって、反射を多くする措置がとられた。
それによって確かに改善がみられたが、もっと明るくてもよかったと思う。
事務室内はこれに比べて非常に明るい。
4)閲覧机・イス
雑誌書架の奥から始まる閲覧席は、 2人
机(窓際、向い合せ)、 4人机、 6人机、
窓際の l人机(外向き)の 4種類がある。
隣の席、前の席との聞には仕切りパネル
を付けて、落ち着いて利用できるように
した。仕切りパネルの高さは 500mmま
たは 540mm，色は白でやや透けて見える |刻1古机・イス
もので、前に人がいても顔などはわからない。 天板の奥行は 600mm、|隔は
856mmから 900mmの間である。天板の色は白、側板等はシルバーで、ある。
タスク照明は仕切りパネルの少し上についているが、LEDで厚さ8mmの
板に埋め込まれており、スマートなデザインである。
イスは第 l章でもふれてあったが、座ノfットのないものとあるものとが
ある。2012年9月に、l日で家具屈を 4届舗回って、その中から選んだ。パー
ス図では、座ノ号ッドのないタイプのイスに近いものが描かれていた。1種類
で揃えようという意見も関係者の中から出たが、図書館担当者は座ノfット
があるイスも入れることにした。館内の座席は雑誌書架より奥の閲覧席が
109席、後述の情報リテラシーエリアに 45席、新聞閲覧席が4席、特別支
援閲覧室が2席で、合わせて 160席である。
東側は全面ガラス張りであり、北側も机から上の部分は窓で、ブライン
ドを必要としたが、和泉図書館同様、電動ブラインドを入れてもらった。
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5)カウンター
必要最低限のスペースを確保した。レ
フアレンス ・カウンタ 、ー 貸出カウンター
ともステンレス製で、デザイン上の採用
であったのだが、手のあとがつきやすく 、
当然触ると冷たい。表側は LED照明を埋
め込んで、あり、光る家具となっている。
貸出カウンターは和泉図書館にならっ カウンター
て、ハイカウンターとし、イスはハイチェアと した。カウンターの下に入
るプリンター台は、ブックチェックユニットの最近の製l日のサイズに合わ
せて、設計を見直した。また、本の受け渡しの際使う一番上の板の部分は、
上から降りてくるロールカーテンの位置に合わせて、何度か見直しをした。
6)情報検索コーナー
OPAC PCが4台とデータベース利用の
ための PCが2台置いてある。PC台はユ
ニークな形状でこれも LED照明を埋め込
んである。
埋め込まれた LED照明は天井のものよ
り明るく、まぶ しいので最終的に暗くな
るようにシートを重ねてJlI~í るこ とにな っ
た。
7)特設展示棚
表側に新着図書などを展示する棚、左
側面に自動貸出機の台と右側面には投書
箱 ・記帳台、裏面が掲示板とゴミ箱の収
納台と、 4つの機能を合わせた大きな家具
である。図書展示棚は、本を置く ところ
が固定である。
図書展示は、バラエティを持たせたかっ
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情報検索コーナー
特設展示棚
たので、既製品の棚も l台購入した。
8)情報リテラシーエリア
可動式のテーブル(15台)とイス (45台)
を配置している。テーブルはまが玉型で2
つ合わせるとほぼ円形になる。まが玉の
先の方は細くなり、使いづらいのではな
いかという懸念もあったので、ピーナツ
型も検討されていた。 しかし、まが玉型
(既製品)の現物を間近で見てみると、思っ 情報リテランエリア
たより使いやすそうで、テーブソレ l台で詰めれば、3人で、使えることがわかり、
採用となった。
リテラシーエリアの南半分 (7，700mmx8，300mm) は、カーテンで区切
れるコーナーとして、スクリーンとプロジェクタも設置した。24席がこの
中に入る。
当初ゼミ・ガイダンスを館内ですることは想定していなかったが、第 l
章でも書かれたように、他館で使っていた PCを基本ソフト Linuxで使用
することでPCが確保できたので館内で実施することにした。館内でできる
ならばそれに越したことはないからである。
ただ、カーテンはあるものの鎖かたびらのカーテンで、 話 し声は筒抜け
なので、実施にあたって懸念があった。
9)エントランス
廊下から自動ドアに向かつて左側の壁
に「中野図書館」の館名サインがあり、
それに続いて掲示板、返却ポストの口が
掲示板の反対側の端に埋め込まれている。
自動ドアを入ると右側がラウンジで、
この部屋はアトリウムに面した上部はガ
ラスなどの仕切りがない。イスは 12脚あ
る。
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入館ゲート前から見た館内
左側は入退館ゲートであるが、隙聞を埋めるため、手前にガラスパネル、
奥に植栽装飾を置いている。
入退館ゲートは 3月下旬まで正式に設置が始まらなかった。詳細はここ
には記載しないが、開館に現調が間に合わなかったという残念な事態となっ
た。よくよく聞いてみると、数か月前に入館ゲートの幅の変更を依頼したこ
とが、現調未完の大きな要因であったとのことである。入館用に 2列、退
館用に 1列のゲートを設置する計画で、当初は入館用の手前が500mm、奥
が 1，000mm幅であった。手前の方がよく使われると思い、手前を 1，000mm、
奥を 500mmに変更依頼したが、特に反対もなかったので、問題はないだろ
うと思っていたが、実は機械の設定をゼ、ロから始めるくらいの大きな影響
があったという。しかし、説明がなければ何もわからない。いろいろ悪い
ことが重なったのだとは思うが、痛い目にあって学ぶ経験をすることになっ
てしまった。入退館ゲートはその後、要望を重ねて、 5""""'6回の作業の後、
9月末くらいにほぼ満足できる状態になった。
10)事務室
L字型で20畳ほどのスペースである。細長いところに、蔵書作業用の大
きめの机や、業務用の机を向かい合わせで置いてある。蔵書作業のところは、
ブックトラックを置くと狭い。壁際に奥行255mmの書架も4連置いてあり、
見計らいも狭いところで行っている。机に向かっている時、他の人が後ろ
を通る際には通れるとわかっていても、ついイスを手前に引いたりしてし
まう。
11)サイン
サインについては、第1章で書かれたとおりであるが、 3台設置されたデ
ジタルサイネージは、モノトーンの館内でアクセントになっており、お知
らせなども見やすく興味を惹いているようで、とてもよかったと思う。今
後ともコンテンツを充実させていきたい。
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2.3 蔵書
1)図書・雑誌
蔵書準備については第 1章でもふれられていたが、図書については基礎
図書のことを記しておきたいと思う。基礎図書は、学習用図書と参考図書
に分けて選書された。学習用図書は、 2011年に和泉、生田図書館で購入し
たものの中から約4，700冊が選ばれた。分類的には全分野であったと思う。
和泉、生田図書館で、入っているということは、それだけ価値があり、今で
も他館と同じ図書を購入することは確かに多いので、最近刊行された図書
を選ぶ方法としては正しかったと思う。ただこれだけで、は選書の幅が狭かっ
たとも言える。しかし、違う方法を加えるためには専任がもっと早く決まっ
ていた方がよかったのであろうし、予算額の問題もあったと思う。
8月から 9月にかけて、 200冊程度であるが、「大学教員が新入生にすす
める本」といった図書を使って、基礎図書を追加発注した。また、参考図
書は書屈による推薦リストから選ばれたが、最初94タイトルと少なかった
ので、 9月頃にさらに 100タイトルほど追加発注した。簿外予算では、英
語リーダ一、新潮文庫、角川文庫、プルーパックス、地球の歩き方を購入
した。(文庫・新書は2012年度以降刊行分)
基礎図書は、和泉、生田図書館の蔵書移管とともに並行して、整理され
ていった。移管図書は、整理の手聞を少なくするため、請求記号の第4区
分のみNに変えて、第l区分(分類)や第2区分(図書番号)は変えない
という方法がとられた。
したがって、購入分の図書番号が重ならないように機械的な手段をとる
とすれば、移管分の図書番号の最大値より上の番号を、図書番号の付番開
始番号とすることになる。その最大値が和泉図書館の文学のところにあっ
たもので、 5000番台である。それより大きい、きりの良い番号として決定
したのが、“6001"から開始であった。
2桁、 3桁の番号から 6001に飛ぶ分類のところも多く、図書を実際に並
べてみると数字がとても見づらかった。また利用者には上のような経緯が
わかるはずもなく、なぜ番号が飛んでいるか、不思議という以外の何物で
もないのであろう。
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開館後3か月くらいしてから、目録業務担当者と番号飛びの問題点につ
いて話し合ったところ、今後6001より小さい続き番号にしていく方向と
なった。
雑誌は、各学部、研究科の希望リストから予算範囲内でできるだけ希望
に沿うように調整して決定した。(冊子・電子ジャーナル合わせて 66タイ
トルほど)学習用雑誌は、 35タイトルほどを新規に選び、新聞は 14種類
を選んだ。学習用雑誌は、利用者ニーズに合わせて見直す必要があるよう
に思われる。
2)中野への移転
和泉図書館に集約させてもらった中野図書館の蔵書の、中野への移転作
業は、和泉図書館で移転業務に 2回もたずさわった職員が担当したため、
ほとんど問題もなく、移転準備 (2月末)、移転本番 (3月初旬)を済ませ
ることができた。冊数は約2万冊である。中野キャンパスに腰を据えて開
館準備を始めたのは3月6日からである。
2.4 図書館システム対応
中野図書館開館準備に伴う図書館システム対応の詳細は、わからないと
ころも多いが、図書館が一つ増えるということのシステムへの影響は、思
いのほか、大きかったようである。メーカーのパッケージシステムにしても、
業務系のほか、 OPAC系への対応もあったし パッチ処理やオンライン系
のプログラムも本学図書館で開発した部分の修正も多かったと思う。シス
テムの変更は、体系的に変更しなければならない場合、漏れがないか、矛
盾が生じて障害が発生しないか、非常に神経を使うし、メンテナンス・コ
ストが高かったと思う。
また、 NIIの目録システムに、和泉、生田からの移管に伴うローカルな所
蔵データ変更を反映させるという大きな作業も実施してもらった。 NIIから
APIの提供を受けて、システム担当がツールを開発してくれた。もちろん、
目録業務担当者の協力もかかせなかった。
ネットワーク関係の基盤部分の確認から、業務用 PC、プリンタの設置、
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各種アカウントの作成といった力仕事ももちろんあった。 OPACや情報リ
テラシーPCのLinux版ブートイメージの作成も中野図書館の開館に合わ
せて行われた。
ライブラリーカードのプリンタの機種が当初予定の機種が販売中止とわ
かって、開館直前に新機種に変更となり、準備が間に合わない上に、実は
必要なソフトやオプションが足りないことがわかつて、 5月中旬までカード
が発行できなかった件もあった。その後もプリンタ設定の微妙な調整があ
り、エンコードのみ入れ直す時にもメーカーに聞かなければわからないよ
うな手順があって苦労した。
2.5 業務体制
スタッフの人数は何名必要か。派遣職員の方は最低限2名必要、業務委
託の方はカウンターに 2名、事務室に 2名は必要と判断した。最終的に業
務委託の方は、一部に 5名、二部にパートの方も含めて 6名の合計 11名で
スタートすることになった。
2.6 開館以降~中野図書館の現在
中野図書館は、多くの方の協力をいただき、予定どおり 2013年4月1日
に開館した。
新年度の各種ガイダンスから始まり、ゼ、ミ・ガイダンスも館内で実施し
たが、うるさいというクレームもなく済んでいる。図書選書、発注のルー
テインも模索しながらも確立してきた。学生に書広で選書をしてもらうブッ
クハンティングも 5名の参加者があって、好評であった。
学部間共通総合講座「図書館活用法」は中野でも後期に開講し、 11名と
履修者数は少なかったが、無事に終えることができた。アンケートでは受
講してよかったという回答が多かった。
入館者数は、通常期多い日で500名を超えた。 2013年度の中野図書館の
学生数が2，150名ほどであるので、割合としては多い。
試験期には、前期は900名を超える日があり、固定閲覧席はほぼ満席の
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時間帯もあった。後期は760名ほどがピークであったが、中野図書館は「静
かに勉強できるスペース」として定着してきたようである。
今回この原稿を書くにあたって、益子和彦著『図書館空間のデザイン3
という本を再び参照した。著者は開架スペースデザインの基本課題をあげ
ているが、保存すべき資料を量的に満足させるスペースや資料への直接ア
クセスのほかに、
・開架スペースがその図書館がもっ知識の全体像を備撒できるものとす
ること
・利用者[に]対して「図書館に居る」ということの価値を付与するこ
と
という要件があるとしている。
それ相応の規模で体系的な資料がその図書館にあることが重要というこ
とである。そして、ゆとりある空間も必要だと思った。中野図書館のゲー
ト前のラウンジもよく使われているが、多様な用途のスペースが必要であ
る。 2学部および3つの研究科を擁する中野キャンパスの大学図書館として
は、少なくとも生田図書館の1/3から1/2程度の規模は必要だったのではな
いだろうか。今ざらであるが図書館が2期と合わせた計画になったことは
残念であった。
中野図書館も他の図書館同様、蔵書が日々増えており、いわば成長中で
ある。生まれて l年目の図書館である。器が変わらない問、現在の図書館
の価値を高めるにはどうしたらよいか。これが中野図書館の当面の課題で
ある。ぞれには、利用者にもっと図書館に入ってもらう、もっと資料を使っ
てもらう、資料を知ってもらう、もっと参加してもらう、そして私たちがもっ
と利用者に近づくにはどうしたらよいかを考え、地道な努力を続けるしか
ないであろう。
8益子和彦事1tr図書館空間のデザイン・デジタル化社会の知の蓄積』丸善出版、 2011
188 
最後に
中野図書館設置のための検討時間・体制は十分であったとはいえない。
時間的・予算的制約が図書館だけでなく、キャンパス全体でも存在したこ
とがその一因ではないかと推測する。今後予定されている 2期工事では、
設計業者、施設課、調達謀、図書館がさらに密にコミュニケーションをと
ることのできる体制を希望したい。それは何より図書館に訪れ、時には持.
が痛い意見を寄せてくれる利用者の、図書館や大学への期待に応えるため
なのだから。
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